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●アメ リカにお け る
ア ンテ ィベ ラム期 の会 計 文 献
久 野 光 朗
文化の進展とともに,人 は定性から定量へ と表現が発達する。計測の単位が出来,計 測
の器具が考案されると,種 々の現象を数値として表現する。計量の観念が現れたときに,
文化の飛躍的な躍進を知るのである。
一 橋本万平,『 計測の文化史』(朝日新聞社,1982),p.177一
§1序 説
本稿は,先 に発表 した 「19世紀初頭のアメリカ会計文献」Dの 続編 として,
,1831年 から1860年 までのアメリカ会計文献に関する検討を 試みんとするもの
であるげ
先 の論稿では,検 討の対象 とした文献が比較的す くなかったため,著 者別に
個別文献の検討を行ったあと,そ の時代の一般的特徴を指摘 した。それに対 し
て,本 稿では,ま ず複式簿記に関する基本的検討事項を措定し,そ れに従って
各種文献の全般的傾向を類別 し,さ らに注目すべき問題点を指摘 した うえで,
最後に一般的特徴を要約することにしたい。
考察の対象とした時代は 南北戦争直前 までの30年 間であ り,い わゆるアン
ティベラム期 である。それは経済人,W.W.Rostowの 経済発展段階説によれ
ば,1人 あた り国民所得の大幅で持続的な増加が 始まった時代一 経済的 「離
陸(take・o鋤」の時代(1843-1860)を 含んでいる2)。すなわち,合 衆国における
原 稿 受領 日1982年8月31日
1)『 一 橋 論 叢 』,第83巻 ・第1号(1980年1眉),pp.15-4L
2)W.W.Rostow,丁加S'αg召30プ13伽o痂0070ω 醜(Cambridge;Cambridge
UniversityPress,1960);木村 ・村 上 ・久 保 共 訳,『 経 済 発 展 の 諸段 階』(ダ イ ヤモ ソ
ド社,1961)を 参 照 。
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平 均 生活 水準 は,す でに1840年 頃 までにイ ギ リスをのぞ くヨー ロッパ 諸国 よ
りも高か った のであ るが,さ らにその後 の30年 間でイギ・リスよ りも高 ぐな っ
た の であ る3)。
筆老が本稿で検討の対象 とした文献は,す でに先の論稿で検討 したものの う`
ちJamesArlingtonBennetの簿 記 書(1842)とLymanPrestonの簿 記 書(1848・
1851),さ らに 「アメ リカにおけ る19世 紀前 半の2人 の先駆的会 計人」4)とい う
拙稿 で検討 したBenjaminFranklinFosterの5冊単行本 お よびThomas
Jonesの2冊 の単行本 と1つ の論文を も含 むの であ るが,な おそれ らに下 記の
16冊 の単行 本が加 え られて いるの。
3)T.C.Cochran,200yθα7soノ ノ1勉θ7ゴc碗 βκs初θ85(N.Y.:DellPublishing
Co.,Inc.,1977),P.xiiiを 参 照Q・
4)『 商学 討究 』,第31巻 ・第3,4合 併 号(1981年3月),pp.134-165.
5)ま だ筆 者 は検 討 で きな い で い るけ れ ども,主 としてH.C.BentleyandR.S.Leonard,
βの露09ア σρんyo∫1物7々302z!1cσoπ πだπ8'δy∠4御6〆ゴoσπノ4π'ゐoア3,VoLI(BQston:
H.C.Bentley,1934)に従 い,同 時 代 の ア メ リカ 人に よる文 献 で比 較 的 よ く普及 し
て いた と思 わ れ る もの を紹 介 す れ ば 次 の とお りで あ る。
Benjam三nWoodFoster(181〔ト1881),!1P7α 耽 認 のs'酬 げBoo肋6θ 伽8うy.
ρo%う ～θ 〃π4S勿816E窺 η,…(BostonごSaxton,PeiYce&Co.,1843),pp.150
(221/2cln)一 第17版(1860).第4版(1845)につ い て は,久 野 秀 男,「米 国古 典
簿 記 書 の研 究 」『経 済論 集 』(学 習 院大 学),第18巻 ・第1号(1981年10月),p.96
で簡 単 に 解 説 され て い る。
JohnFleming,丁 加2Vσ'∫oη β1助3∫酬o∫ βoo競6θ ヵ伽g;…(1845)一 第5版(1854).
PeterDu鉦(1802-1869),ヱ)錫 ∬'3ム 西oπ〃 メ4翅6沈 α%∠4cco吻'α 窺;…(N.Y.:The
Author,1848),pp.192(261/2cm)一第20版(1868)に つ いて は 機 会 を改 めて 論
及 す る 予 定 で あ るが,他 の版 を含 め て1896年 ま で 出版 され て い る。
IraMayhew(1814-1894),.4.Pグ〃漉 ω1助3'〃zげ βoo纐 吻 碗8妙5初812伽4
∠)%う 」θEπ'7y…(N.Y.:Cadア&Burgess,1851),pp.144(19cm)一第140版
(1880)が あ り,他 の版 を含 め て1888年 頃 まで 多 くの 版 を か さね た が,第60版(1861)
に つ い て はKの'oル 勉y加 ω,sP7αc∫ ゼo認 βoo為 々o¢ρ勿g(1861)お よび 伽 卿o"7s
O%勿 θ7s吻 βooた・々θθ♪2πg:…(1870)と ともに 機 会 を 改 め て論 及 す る。
JQsephHowardPalmer(1824-1892),∠4T7θ誘 ピ360ηP7αo'δcαJBoo々 ・加 ψ ゴπgα%4
β%鋤 ρ33Tア 伽3σo'吻3ノ …(N.Y.:.PrattWQodford&Co.,1852),pp.167
(19cm)一 第20版(1867)に つ いて は 別 の 機 会 に論 及 す るが,第50版(1884)ま
で 出 版 され て しこる。 なお,第8版(1855)に 関 してに 久 野 秀 男,前 掲 論 文,pp.100,
101に 簡 単 な解 説 が あ る。
ChristopherColumbusMarsh(18Q6-1884),TゐθTん θoγy伽 ♂P郷cだcθo∫ βα嬬
Boo忽 θ々6ρ伽gα π4/∂ 初'S孟oo々 ∠40co鰯'5;…(N.Y.;D.Appleton&Co.,1856),
pp.292(31c皿)一 第4版(1864)と 第7版(1875)に つ い て は 別 の機 会 に 論 及す る
が,他 の版 を 含 め て1884年 まで 出版 され た よ うで あ る。
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JohnCaldwellColt(Accountant,1810-1842),蹄θS6げ6%06(ゾ 、Oo励1βE%'η
βoo々 ・ん6ερ勿 畠 …(CincinnatilN.G.Burgess&Co.,1838-3rded.),
pp.2G9(25112cm)6).
JohnShepard(AccountantandTeacher),7初Soげθ〃oθ げ1)o%∂18・E%耽y
βoo勧 θゆ%8}…(Lansingburgh,N,'Y.:W.B.Harkness,1840-1st
ed.),pp.216(221/2cm).
CharlesNorthcoteCooke(Accountant),7物θ!1粥67♂cα%Sys'6〃zqプP7αcあ6α ♂
Boo々 ・んθ吻%9五 勿'o霞o渉 んoα 脇 耀70θ げ 動 伽(Calcutta:William
RushtonandCo.,1840),pp.XIII十II十121十29十V…7),
JohnH.Shea(AccountantandTeacher,1800?-1855),βoo々一んαψ 勿gの
S勿8」 θ 伽41)o%∂1θ1動 耽y,…(Baltimore:TheAuthor,1845-3rd
ed.),pp.184(231/2cm)8).
WellingtonHarrisonRichmond,且Co吻7θ勿 〃s魏 助s'醐 げ ・Booん.々吻 勿g
のZ)o%∂1εE%的,…(Montreal:LQvelIandGibson,1846),pp.479).'
NicholasHarris(A.M.,1810-1879),14Co吻16'65ンs'θ吻 げPプ σ6"6α1
Boo々 一々θ砂 勿gE∬6〃 ψ 」形66」 勿 疏 帥 彦56'sげBooんs;…(H耳rtford:Brown
andParsons,1846),pp.238(22cm)一∠4Co吻1θ'65ン3'6吻 げ …,… 勿
E伽6%3θ's{ゾBooん3ノ …(N.Y.:Clark,Austin&Smith,1858),pp.
238(231/2cm)10)ド
LymanBrooksHanaford(1818-1896)andJesseWentworthPayson(1815-1889),
βooん・々θβμ η8δyS勿gJθ απ4Do%δ1θE%〃y∫ …(Boston:Crosby,Nichols&
Co.,c1858),pp.106(18×221/2cln)一他 の版 を含 め て1872年 頃 ま で 出版 され
た が,1864年 版 につ い て は 久 野秀 男,前 掲 論 文,pp,105-107に 簡 単 な 解説 が あ る。
6)初 版 と第2版 の 出版 年 次 も1838年 で あ り,第45版(1855)'ま で 出版 され て い る。 第
3版 に つ い て は久 野 秀 男,『 英米(加)古 典 簿 記 書 の発 展 史 的 研 究 』(学 習 院1979),pp。.
330-335で も考 察 され て い る。 な お,原 著 者 の 弟,SamuelColt(1814-1862)1よコル
ト式 自動 拳 銃 の発 明者 と して有 名 であ る。 原 著老 自身 は 殺人 の罪 で死 刑 の判 決 を 受 け
た が,そ の死 刑 執 行 予 定 目に 自殺 を して い る。 彼 の 波 乱 に とんだ 数 奇 な運 命 とと もに
本 書 に 関す る簡 単 な 考察 を した もの と して,FrancisE.Ross"Joh皿CaldwellColt,"
P魏4脇4(UniversityofMichigan),Spring1974,pp.17-19,27,28を参 照 され
た い。
7)著 者 が ア メ リカ人 で あ るか ど うか は不 明 で あ り,か つ イ ソ ドで 出版 され た文 献 で あ る
が,ア メ リカ式 と称 す る書 名 を 考 慮 して検 討 の対 象 に した。 そ の内 容 は先 に検 討 した
J.A.Bennetの 簿記 書(1820)の 翻 案 で あ る。
8)初 版 は1839年 で あ り,第4版(1849)の ほ か 他 の 版(1851)が 出版 され て い る。
9)著 者 が ア メ リカ 人 で あ るか ど うか は不 明 で あ り,か つ カ ナ ダ で 出版 された 文 献 で あ る
が,考 察 の対 象 に した。 久 野秀 男,前 掲 書,pp.341,342に も簡 単 な解 説 が あ る。
10)初 版 は1838年 ← ・勿Fo%7S6'3げ βoo船;…)で あ り,他 に も多 くの版 が あ る。 前
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GeorgeW.Winchester(1808?一?),防励 θs'θ〆sBoo々 一ん吻 づπg∫07,伽
7「θαo舵 〆sG麗46.…(Hartford:H.H.HawleyandCo.,c1848),pp.92
(28×23cm)。
SamuelWorcesterCrittenden(Accountant,1823?-1884):
・肋 加4%6'勿 θ αη4P7αC'づ α1野 θ砺Sθ(珊BoOん ・んθの げ%9の5勿81θ 伽4
Do%∂1θEπ 耽y… 。醜7z6S6渉sOゾBooんs…(Philadelphia:E.C.&J.Biddle,
1850),pp.248(25112cm).
ゆy∫o漉 θCb観 伽 浄 飾%sθ απ4紐8宛 ・So乃ooJE4薦oπ ∫ げ0グ 薦{彫46%'3
1勿d%c'勿 θ α多zdP7αo琵oαZ野6α'∫sθ …(Philadelphia:E.C.&J.Biddle,
185$),pp.9612).
GeorgaNixonCo皿er(A.M.,AcoountantandTeacher,1816-1877):
ノ1S勿 ¢ρ」θ 漉 動04げ κ θ曜)勿9βooんs,のDo%∂1θ ・E魏 η,…(Boston:Tap-
pan,Whittenmore,&Mason,1850-6thed.),pp.IV+104(23112cm)叉3).
BoO々 一ん吻 勿8'1勉 彦∫0πα1づ9θ4ご胴 砂 擁'o朋K勿4Sげ β%S伽SS,一 …
(Boston:ComerandCompany,1861-1sted.)pp,168(20cm)一
(Boston:Comer'sCommerciaIColIege,1869),pp.168(20cm)14).
LeviS.Fulton(1825-1895)andGeorgeWashingtonEastman(1815-1862),
掲 拙 稿,「 ア メ リカに お け る19世 紀 前 半 の2人 の先 駆 的 会 計 人」,p.151を 参 照 。 筆
者 が 検 討 した 上 記 の2つ の 文献 は,1858年 版,pp.208-223で 例 題 が3つ 増 加 した だ
け で あ り,ほ とん ど内 容は 同 じで あ る。 久 野 秀 男,前 掲 論 文,pp.93-96で は1845年
版 に つ い て 解 説 が な され て い る。 な お,余 談 であ るが,筆 者 が 入 手 した1858年 版 の
原本 の扉 に は1.P.Luciheと い う署 名が あ って,南 北 戦 争 当時 の流 行 歌 の 一 節一
「SHOOFLY」(don'tbotherme)とい う落 書 きが2つ あ り,き らに 奥付 に は 南北 戦
争 と思 わ れ る2人 の兵 士 の戦 闘場 面 が鉛 筆 で描 か れて い る。
11)初 版 は1849年 で あ るが,1878年 頃 まで 数 多 く版 を か さね て い る。 本 書 は,先 に 紹 介
したJ.C.Coltの 簿 記 書(1838)の 影 響 を強 く受 け て い る。 久 野秀 男,前 掲 書,pp.
342-346で も考 察 され てい る。
12)前 記 の 五η 動4%o'ゴ 麗 … にお け る 自習用 例 題(SETII-SETVI)の解答 書 であ る。
13)初 版 は1846年 で あ るが,第11版(1855)の ほか 他 の 版(1859)も あ る。 久野 秀 男,前
掲 論 文,pp。97,98で は1847年 版 に つ い て 簡単 に 考 察 して い る。 な お,余 談 で あ る
が,本 書 の扉 の 広 告 に よる と,2年 間 で5,000部 も販 売 され た と の こ とで あ る。 さ ら
に,若 い 婦 人 のた め に別 の入 口を 有す る独 立 した 部屋 で書 法 と会 計 の 指導 を す る 旨の
広 告 が あ り,げ ん に 筆者 が 入 手 した 原本 に は ペ ン書 き で 「ThisbookwasinD.S.
Lybby'sCollection」 とい う文章 とと もに 「Motherhadthisbook」とい う文章 が
見 られ る。.
14)2冊 と も出版 年 次 は1861年 以降 で あ るが,前 書 と同 じ著 者 に よる も の な ので,便 宜 上
こ こで検 討す る こ とに した。1869年 版 の 内容 は初 版 本 と まっ た く同 じであ る。久野 秀
男,前 掲 論 文,pp.98,99で は 第4版(1875)に つ いて 簡 単 に 解 説 して い る。
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・4P7α6"0α1εys'θ 〃ZσBoO雇1θ の 勿9∂ ツS伽gJθ απ4Do麗61θ 翫 勿:…
(N.「 兄:A.S.Barness&Co.,1851-5thed.),pp.296(19cm)15).
ChristopherCoIumbusMarsh(AccountantandTeacher,1806-1884),7初
86ゴθη66げ1)o%∂1θ ・、動'ηBooん ・々召6ρ勿 畠 …(N.Y.:D.Appletonand
Company,1858),pp.232(24cm)一(1860),pp.232(24cm)16).
o
§2基 本的問題点の検討
企業組織 と業種 最初に左記の標題に従 って検討を始める理由は,次 に引用
す るE.Elzinga博 士の理念17)を尊重するからである。
会計をたんなる技術体系と考えない人にとって,し たがって会計の各種様式がその時代
の発展段階に到達した企業組織の反映であることを認識している人にとって,会 計史と経
済史との密接な関係は明白である。各時代において,経 営の要請がその技術体系を創設し
てきたのである。
個人企 業だけ を対象 に しているのはBennetの み であ り,他 の著者 は,い ず
れ も個人 企業 とともに組合企 業を も対象 に してい る。 しか も,簿 記 の原理 を理
解 させ るため にだけ個人企業 を前提 と し,む しろ記帳例題 の解説な どでは組合
企 業 を前 提 とす る場合が多 くなって きている。 しか し,ま だ株 式会社 につ いて
言及 してい る著者 は非常 にす くない。
Colt(p.81)は,精 算表 の作 成に関連 して各株 主宛 の利益配 当額 の注記 につ
いて論及す るだけ であ り,Colner(Booん ・舵吻%g魚 あoηα」伽4:…,pp.154,
155)は 付 録 の用 語解説 で言及 してい るだ けであ り,Cooke(P.35)は 保険料勘
定 の処理 に関連 して数 行 の説 明をす るだけ であ り,Marsh(P.59)も また,株
15)初 版(1848)か ら第4版(1850)ま で は 単式 簿 記を 扱 って お り,こ の 第5版 か ら複 式 簿 記
を 含 む よ うに な った 。 そ の 後,第7版(1853)そ の他 の 版 が1888年 頃 まで 出版 され て
い る。 久 野 秀 男,前 掲 論 文,pp.99,100で は 改 訂 第6版(1853)に つ い て簡 単 な 紹 介
が あ る。
16)初 版 は1830年 で あ るが,他 の版 を含 め て1886年 頃 ま で版 を か さ ね,1849年 に は
AdolphusG.Beckによるス ペ イ ン語 訳 も 出版 され て い る。 筆 者 が 検 討 した1858年
版 と1860年 版 は 内容 が ま った く同一 で あ る。 なお,前 掲 拙 稿,「19世 紀 初 頭 の ア メ
リカ 会 計 文献 」,pp.17,18の 脚 注(3)を 参 照 され た い。
17)0,tenHave,丁 加 捌 ε'oプyげ ノ1660%〃'勿8・translatedbyA,vanSeventer(Palo
Alto:BayBooks,1976),p.2から再 録 。
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主 に関す る補助元帳 を説 明 してい るだけであ る。Preston(pp.202-204)のみ
が,先 の1827年 版(pp.92-94)と 同一 内容ではあ るが,株 式の分割払 込 ・譲
渡 ・配 当 ・発 行な どにつ いて論 じてい るのが 目だつ程度 であ る。
業種に関 しては,そ の対 象 も広 く,卸 売 ・小売 ・職業人 ・職人 などのほか,
貿 易や問屋,汽 船 な どに もお よんでい る。 しか し,製 造 業につ いては,ご く一 部
の著 者が,そ れ も部分 的 に言及 してい るにす ぎない。Colt(P.98)とCrittenden
(P.144)は 補 莇簿 としての賃金 台帳 だけを例示 し,Harris(P.11)は 小 口元帳
(petty・ledger)の 利用 だけを説 明 してい る。Shepard(pp.99-114)は 製粉業 にお
け る製粉所勘定(Mill)に つ いて,ま たRichmond(PP.25,26)は製釘 業 にお
け る釘工 場勘定(NailFactory)の 処理方法につ いて言及 してい る戸ミ,い ずれ
も商的工 業簿記で あ り,ま だ正規 の原価 計算手続 は見 られな い。
帳簿組織 日記帳 ・仕訳帳 ・元 帳か らな る伝統的 な3帳 簿制 を採用 して いる
のはShea,Richmond,Harris,Fulton=Eastman,およびMarshで あ り,そ
れに対 して2帳 簿制 を採用 して いるのはWinchester,Comer,FQster,および
Jonesで あ って,他 はすべ て3帳 簿制 に言及 しなが らも2帳 簿制 を採用 してい
る。 教育 目的か ら,あ えて完全な歴 史記 録 として の 日記 帳の必要性 を説 く者 も
いるので,全 般 的にいえ ば,3帳 簿制か ら2帳 簿制へ の展 開が明確 に見 られ る
とい って さ しつか えない。
補 助簿に関 して は,い ずれ も現 金 出納帳 を筆 頭に して10な い し14種 前 後の
ものを例示 してい る。 補助簿 の特殊仕訳 帳化につい てはColt,Harris,Critten-
den,Comer,Preston,Foster,およびJonesが,そ れぞれ記 帳労務 と記 帳時間
の節約 とい う観 点か ら推奨 して いるげ
仕訳帳 の多欄 化は,「 つ とに1852年 に はアメ リヵ式(theAmericanmethod)
として知 られ るよ うにな った」18)といわ れてい るが,Be且netの 萌 芽的形態 に続
いてColt,Cooke,Crittenden,Comer,Preston,Foster,およびJonesが 例 示
18)EdwardPeragal1Q,Tんθ07ゴg勿 σπdEびoJ%'ゴoπo∫ ヱ)o%∂1εE%〃 ッ βoo々 一々 oの 勿8
(N.Y.:AmericanInstitutePublisningCompany,1938),p.111.その 命 名 は,
FabioBesta,五 α7σg20πg7勿(Mnano:Vallardi,1922-1929),Vo1.3,pp.421-444
に 由 来 し て い る 。
アメリカにおけるアンテ ィペラム期の会計文献 185
している。 特別 金額欄は借方 ・貸方 とも商 品 ・現 傘 ・諸 口か らな る標準 的な6
欄 式の ものが多 い。
補助元帳 につ いては,、た とえぽHarris(pp。94,198,199)が組 合員の資本金
そ の他 の明細事項 を示すた めの秘 密元帳(Pτivateledge⇒ を,Crittenden(PP.
220,221;κ ¢y…,PP.94,95)が 売 掛金元帳(salesledger)を,またMarsh
(p。59)が 組 合員(株 主)の ため の特殊 元帳(extra-ledger)を 簡単に説 明 して
い るだけ であ る。
要約 していえぽ,こ の時代の一般的傾 向 として,現 金出納帳 と普通 仕訳帳 と
か らな る標準 的複合仕 訳帳 制が採用 され ていた と考 えられ る。 また,そ れに と
もなって,日 次 ・週次 ・月次の合計転記 も一 般化 してきた こ とが理解 され る。
しか し,Jonesが,大 規模 商業を前提 に して人名元帳 ・現金 出納帳 ・受取 手形
記 入帳 ・支払手 形記入帳 ・仕入帳 ・売上 帳 ・受託販売 帳 ・当座帳か らな る複合
仕 訳帳 の分解記 録を総合仕 訳帳(summaryjournal)を経 由 して元帳へ転 記す
る帳 簿組織 を提 示 して い ることは特筆 に値す る。
勘定理論 、F.Scheerer博 士 に よれば,「 勘 定理 論は科学的(wissenschaftlich)
目的 と方法 的(methodisch)目 的 とい う二つの 目的 を保有 して来 てい る。 それ
故 に,勘 定理論 は まず複式簿記 の機構 をそ の本質 的特徴 にお いて明確 に 把 握
し,そ れに 内在す る合法則 性を解明 し,最 も重要な関係 を表示す る とい う課題
に立 ち向 うものであ る。」19)
全般 的にい って,伝 統的 なイギ リス流 の人 的勘 定理 論 もしくは擬 人化 に基づ
く受1度説 が多 いoと くにHarr三s(pp.72,78)やFulton=East皿an(p.144)な
どは,依 然 として現 金勘定 を もMr.Cashと 称 して擬 人法 で説 明 してい る。 ま
た,Shepard(p.17)は「WhoeverandWhateverowesus(weowe)is・
・debtor(creditor)」 と述 べ,Marsh(pp.13,14)も「WhoorWhatowesus
19)FritzScheerer,Kb窺召窺 ん召07ゼ6π ♂ε7」っoヵρ召」げ召π β%ゐ ゐα」臨%g(ZUr三ch:Verlag
Schulthess&Co.,AG.,1950);安 平 昭 ご 訳,『 複 式 簿 記 の 基 礎 理 論 』(中 央 経 済 社,
1969),p.3Z同 様 の 趣 旨 は,KarlKafer,7乃607yoゾ ノ1`oo%%'3'〃1)o%う16.E%〃y
Boo海.海 θ砂 痂8(Urbana,111.:CenterforIntemationalEducatiohandResearch
三nAccounting,1966),pp.2-5;安平 昭 二 訳,『 複 式 簿 記 の 原 理 』(千 倉 書 房,1972),
pp.4-9で も 述 べ られ て い る。
186 商 学 討 究 第33巻 第2・3号
(weowe)isdebtor(creditor)」と説 明 してい る。 な るほど,Marsh(P.62)
は,単 純 な受渡 説を否定 してい るのであ るが,先 の仕訳法則 の説明を見 るか ぎ
り,し ょせ ん人 的勘定理論 であ るといわな けれぽな らな い。
この ような擬 人説 に立脚す る著者た ちの勘定分類 は実 在(real)・ 人名(person-
al)・名 目(imaginaryor丘ctitious)と い う3分 類,あ るいは人 名(personal)・ 実
在(representativeorreal)とい う2分 類 を採 用す るこ とが多 い。 前老 に属す
るの はBennet,Preston,Cooke,Shea,Richmond,Fulton=Eastmanなどで
あ り,後 者 に属す るのはColt,Shepard,W㎏chester,Conlerなどで あ る。
Colt(pp.羽,23)は,単純な 受渡説を若干 拡張 し,「 受入 もしくは便 益 の享
受額 は,勘 定科 目に応 じて,引 渡 も しくは便益 の提供 額に対 して借記 されねぽ
な らない」 とい う仕訳法則を掲 げ,具 体的 に商 品 ・株式や 不動産 ・委託(受 託)
販売 ・積送品 ・投 機 とい う5勘 定分 類 を主張 してい る。 そ して,こ のColtの
冴 論 を整備 したのがCrittendel1(pp.32,34)であ る。 彼!ま,す べての取引 は
価 値(実 在 も しくは名 目)の 交換 に由来す ると して,rDEBIT(CREDIT)z碗α'
COSTS'(PRODUCES)夕o%('勿ガプ吻)value」 とい う仕訳法則 を展 開 し,さ
らに次 の ように述べてい るo
すべての勘定は,そ の名称ないし科 目のいかんにかかわらず,表 象(7砂7θε9窺α彦勿ので
ある。か くーして,人 にかかわる勘定は人と当該事業との関係を表象し,所 有する各種物財
にかかわる勘定は各種物財と当該事業 との関係を表象し,ま た各種の損益にかかわる勘定
は事業の損益として表象する。
かか るCrittendenの 勘定理論 は,た とい受渡 説 であ る として も,従 来 の擬
人 説 とは異 な って いる。 それは一種 の物 的勘定理論 であ り,価 値 受渡 説 も しく
は価値得失説 と称 す るこ とがで きよ う20)。 げんに,彼 は 資 産(resourcesor
assets)と 負債(1iabilities)の 概 念 を明確 に し,資 産 一負債=資 本 とい う資 本等
式 を前 提に して,損 益法 と財産 法に よる利益 算定方法 を も説 明してい るか らで
20)ほ ぼ 同様 の考 えは,E.G.FQIsom,丁 乃6五 〇8あo∫ 、4σoo%π彦ε;…(N.Y.:A.S.Barnes
andCompany,1sted。,1873)-Rep.ed.(N.Y.=ArnoPress,1976),pp.XVi十
443に も伺 え る。 拙稿,「 ア メ リカに お け る19世 紀 後 半 の2人 の 先駆 的 会 計 人」『産 業
経 理 』,第42巻 ・第4号(1982年5月),pp.26-37を参 照 された い。
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あ る(pp,18,29,46)。
しか し,こ の時代 におけ る最 も優れた勘定理 論の主張老はFosterとJones
であ るこ とを特筆 してお きた い。 そめ詳細につ いては,す で に別稿 で論及 した
のであ るが,2人 と も 資本主理論 に依拠す る資本等式 を前提 に し,Fosterは
資本 金 ・貨幣 ・商品 ・人名 とい う4勘 定分 類 を主張 し,他 方,Jonesは 第1次
(財 務)?第2次(営 業)と い う2系 統勘定分類 を主張 し,と もに アメ リカ にお
ける物的勘 定理論 の創 唱者 とな ったのであ る。 なか んず く,Jonesの それは,
支払 系統 と給付系 統 とか らな る成果学説 であ るこ とを指摘 してお きた い。
商品勘 定 先 に筆者 が 「アメ リカ人 に よる最初の複式簿記 文献」 で紹 介 した
W.Mitchellの 簿 記書(1796)で もそ うであったが,こ こで検 討の対象 とした文
献のすべ てが一般商 品勘定(GeneralMerchandise)を 採用 してい る2D。ただ し,
必要 に応 じて,一 部 の特 殊商品(speculations)一 とくに投 機的性格 の強い商
品一 煙 草 ・砂糖 ・綿花 な どについ ては当該 口別商品勘定 を設 定 している文 献
もす くな くない。 た とえぽColt,Shepaτd,Cooke,Harris,Jonesなどであ る。
商品勘 定 と損益計 算 との関係 を歴 史的 に考察 した もの としては,故 山下勝 治
博士 に よる 口別損益計箕→ 期間損益 計算→ 期間 損益計 算 の ロ別化 とい う発展 シ
ェーマゐミ有名 であ る22)。'し か し,「 一般 商品勘定 の成 立は,各 口別商品勘定 を
一つ の計算単位 とし,企 業 全体 の総括 的な損益 ではな く,あ くまで も取 扱商品
ごとの 口別損益 を計算す るいわゆ る 口別 損益計算思 考を否定す る要 因であ る と
して も,期 間損益計算成 立の メル クマ ール とはな りえないのであ る。」23)
商 品勘定 の処理 方法は,Richmondを のぞけば,い ず れ もいわゆ る総記法 に
よってお り,期 末 に棚 卸 高を貸記 した あ との貸借差額,す なわち売 買損益を損
益集合 勘定へ振 り替え てい る。Richmond(P,34)の 場合,掛 売につ いては 日記
21)『 商 学 討 究 』,第25巻 ・第1,2合 併 号(1974年10月),pp.47一 も7を 参 照 され た い。 ち
な みに,J.A,Anderson,丁加 研s彦07ゴoσ`Z)θ"θ∫o♪勉θ窺o∫ βoo馳 θθρ痂8嘱"凄 加
E/s渉 、磁 ゲoグ 伽N伽 ¢渉θβ鋸 海Cθ 鋭%η(UnpublishedMasterThesis,1929),p.
17に よれ ば,R.Ham11tonの 簿 記 書(1788)で は9種 の商 品 勘 定,ま たT.DHwQrth
の 簿 記 書(1792)で は18種 の商 品勘 定 が 使 用 され てい る とい う。
22)山 下勝 治,『 損益 計 算論 』(泉 文 堂,1950),pp。5-14を 参 照 された い。
23)渡 辺 泉,『 損 益 計 算 の展 開 と複 式 簿 記 』(大 阪経 済 大 学 経 営 研 究所,1980),pp.20,
21,
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帳 の左隅 の欄,現 金売にっい ては現金 出納 帳(cashslate)の 左隅 の欄 に売 買
(損)益 を記入 してお き,そ れ らの一 日分 の合計 額を 仕 訳帳 において(商 品)/
(損 益)と 記録す ることに よ り,商 品勘 定 の借方残 が常に原価 に よる 手許有 高
を示す よ うに してい る。そ の実践 可能性に は疑 問を と もな うが,い ずれに して
も一 風かわ った分 記法 といえ よう24)。
決 算手 続 試算表,精 算表,お よび財務 諸表 につ いては次節で改め て論及す
る こととし1こ こでは損益集合勘定 と残 高勘定 を中心 に検討す る。
損 益集 合勘定 は,今 日のご とく決算 時だけ設 定 され る,い わ ゆる決算勘定 で
な い場合 が圧倒 的に多 く,期 中において も各 種損益が直接 貸借 記入 さ れ て い
る。Bennet,Preston,Colt,Cooke,Richmond,Harris,Winchester,Comer,
Marshな ど,い ずれ もそ うであ るが,例 外はCrittenden(P.44)で あ る。 損益
諸項 目の損益集合 勘定へ の振替 はColt,Shepard,Winchester,Comer,Marsh,
Fosterな どの よ うに仕 訳を経 由す る場 合 と,Bennet,Preston,Cooke,FultoH=
Eastman,Jonesな どの ように経 由 しない場合 とが あ り,経 由す る場 合 で も
Fosterの ご と く諸 口(sundries)と い う合 計転記 に よって いるこ とがあ る。
残 高勘定 につ いては,設 定 して いるのが大多数 であ り,実 質的 に残 高勘定 と
同 じ機能 を有す る残 高表(balancesheet)を 設定 してい るRichmQnd,Fulton=
Eastman,お よびMarshを これに加 える と,設 定 していないのはJonesと
Comerの2人 だけ にな る25)。 か くして,英 米式決 算法 では残 高勘 定を設定 し
ない とい う俗 説が,い かに謬 説で あるか が理解 され るの であ る。 しか し,い わ
ゆ る大陸 式決算 法に おけ る開始残 高勘定 な るものは,ま った く見 られないo
Shepard(p.195)やCrittenden(pp.44,45,79)などは,残 高勘定 を設定 し
ていて も,実 務上 それ が使用 されてい ない と述 べ てお り,Comer(p,11)は,
もっ と積極 的にそ の利用 自体を否定 してい る。 そのComer(pp.25,48)の締
24)Comer,βoo鳥 θ々の 勿gRσ'ゴoπ α」'gθ4=…,p.62で も,商 品勘 定 で手 許 有 高を 把 握す
る工 夫 として 分 記 法 に 言及 して い る が,実 践 上 困 難 で あ る と述 べ て い る。
25)す で にT.Turnerの 簿記 書(1804)が 残 高勘 定 を 設 定 して い な い こ とに つ い て は論 及
した。 前 掲 拙稿,「19世 紀 初 頭 の ア メ リカ 会 計 文 献」,pp.23-28,40を 参 照 。 な お,
久 野 秀 男,前 掲 書,第3章,「 『英米 式 決 算 法 』 の 文献 史 的考 察 」,pp.69-82を も参
照 され た い。
アメリカにおけるアンティペラム期の会計丈献 189
切 方法 は,ま ず 資産 ・負債 の諸勘定 を資 本金勘定(Merchantと 称 してい る)へ
振 り替えて締め 切 り,つ いで損益諸勘定 を損益集合勘定へ振 り替え て締 め切 っ
た あ と,当 該損 益集合勘定 の貸 借差額 を資本 金勘定へ振 り替 え ると同時 に両勘
定 を締 め切 る とい う一風か わ った方法 を採用 してい る。 なお,彼 の場合(pp,
15,48,71,74,77,80),開始仕 訳にお いて も,資 産 と負債 の諸 勘定を それ ぞれ
資本金勘 定を相手 に して行 ってい る。
Preston(pp.116,176,177)とHarris(pp.96,97>の場 合,損 益集合勘定 の
貸借差 額を資本金勘 定へ振 り替 え,人 名勘定 と実在 勘定 の残 高を残 高勘定へ振
り替 えたあ と,さ らにそ の残高勘 定 の貸借 差額 を資本金勘定へ振 り替 え て い
る。資 産 ・負債 の諸勘定 と ともに資 本金勘定 を も残 高勘定へ振 り替 え るの と結
果的 には同 じで あ るが,資 本金勘定 自体 の貸借均 衡を通 じて決算手 続の正確性
を検証す る仕組み にな って いるのであ る。 ちなみに,両 者 とも,Comerと 同
様,開 始 仕訳は資産 と負債 の諸勘定 を資本金勘定 を相手に してな されてい る。
なお,残 高勘定 を設定 してい る場 合,実 在 諸勘 定の当該勘定へ の振 り替えに
よる締切手 続に おいては,損 益集合 勘定 の場合 と同様,仕 訳を経 由す る場合 と
経 由 しない場合が あ り,そ の割合 は大体 同数 であ る。
資産 の評価基 準 と減価償却 決算 におけ る各種資 産 の評価基 準 として原価主
義 を採用 してい るのはShepard(p.84;primecost),Richmond(p.56;丘rst
cost),お よびMarsh(p.47;…shouldbetakenatthecostprice,orless,if
thegoodsaredepreci母tedinvalue,butneveratmorethancost)であ る。他
方,時 価主 義を採i用 してい るのはWinchester(P.73;現在価値一worthat
thepresenttime),Harris(PP.79,82;売却時価一nomoreorlessthanthe
propertycanbesoldfor),Comer(、Boo為加砂'〃8●R罐oπ α1伽4:…,pp.49,50,
62;鑑 定価値 もし くは購 入時 価一actualvalue〔thatis,suchapriceasthe
articlecanbepurchasedforinthemarket〕),Foster(pp.36,49,51;現在
価格一presentprice),Jo亘es(p.XVi;判断 もし くは見 積の問題一matterof
judgmentorestimate)で ある。
Cエittenden(pp.44,54>は,原価 もし くは 見積 価値(costpriceorestimated
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value)で 評価す る と述べ なが ら,記 帳例題で は商 品 と株 式の評価 に原価 では な ・
くて時価 を採 用 してい る。 また,Colt(pp.19,21,64),Cooke(pp.3,9,25),
Shea(pp.37,43)な どは,商 品 にっ いては原価(cost,丘rstcost,primecost),
船舶や 建物 の よ うな固定資 産につい ては時 価(estimatedvalue,presentvalueg
currentprice)を 主 張 してい るG
Bennet,Preston,お よびFulton=Eastmanに関 しては不 明であ るが,上 述
した ことか ら理解 され るのは,評 価基 準が非常 に多様 であ る とい うこ と で あ
る。す なわち,原 価 と時価 との併用 を説 くもの もあ り,ま た時価 で も売 却時価
と購 入時価 の双 方が主張 されてい る。 しか し,相 対的 にいえば,時 価主義 の主
張 の方 が多い とい うこ とになろ う。
ここで1決 算 手続 に関連 して,Marsh(PP・48,140,141)カ1減価償 却(deprecL
ation)に 言及 してい るこ とを紹 介 しよ う26)。彼 は,店 用 備品(StoreFixtures)
の損耗(wear>に 対 して,損 益集 合勘 定を相手 に10%の 減 価償却i費を計上 して
い る。 いま,そ の勘定 口座 を示 せば次 の とお りであ る。
1858.
Jan.
,DR.
1858.
April
ToCash7
ToBalance30
1
〈左頁>
ORE
〈右頁>
FIXTURES,CR.
1
$300
1858.
April
``
30
30
ByPro丘tandLoss…
"Balance
$30
270
00
0
蕊
一
12
12
一
300あ
=
300
$270
一
しか し,Marshが 現代会計理論における固定資産の原価配分方法としての
減価償却を明確に認識していたか どうかは疑問である。なるほど,す でに述べ
た とお り,彼 は原価主義を表明している。けれども,同 じ記帳例題の船舶一
ジ ョセフィン号(SchoonerJosephine)に ついては旧式の混合商品勘定と同 じ
26)西 川 孝 治 郎,『 文献 解 題 日本 簿 記学 生 成史 』(雄 松 堂,1982),p.55お よび 久 野 秀 男,
前掲 論 文,pp.87,88で も紹 介 さ れ て い る。
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扱い を して いる。す なわち,借 方には取得原価 に加え て修繕費 と保険料が記帳
され,貸 方 には4口 の受取運賃 に加 えて取得原価 と同額 の記帳 がな され,貸 方
残 が損益集 合勘定へ振 り替え られ てい る。
基本 的会計 コンベ ンシ ョン ここでは会計実体,貨 幣的評価,お よび会計期
間 とい う基本的会計 コンベ ンシ ョンにつ いて,そ れ らに対す る各著・者の認識の
度合 を検討す る。
Colt(pp.40,41,61):相 続財産に よる資本金 の増 加 と私費 の損益 集合勘定へ
の借記,Shepard(PP.24,65,71):家事費 ・私用家具 。私費 の損益集 合勘定へ
の借論,Cooke(P.35):小 遣 銭の損益集 合勘定へ の借記,Shea(P.81):遺 産
の損益集 合勘 定へ の借 記,Richmond(P,20):家事 費や私用商品 の損 益集合勘
定 への借記,Harris(p.141):旧 友か らの遺 産贈与 に ともな う資本金 の増 加,
Winchester(P.8):家 事費 の損益集合勘 定へ の借記,Comer(P.17):遺 産に よ
る資本 金 の増 加,Preston(p.95):遺 産 の損益集合勘定 へ の借記 などに見 られ
る とお り,店 と奥 もし くは企 業 と資本主 との間にお け る会 計 の独立性 は非常 に
曖 昧 であ る27)O
か くして,た とえば経済 史家,W.Sombartに よる 「企 業 と企業家 は複式簿
記 に よって分離せ しめ られ る」 とい う提言28)は,あ くまで観 念論 の域 に とどま
ってお り,当 時 の企業 会計の実態 と異 な っていた といわねぽ な らないoし か し,
組 合企 業が一般化 して くる と,各 組合員 の持分 額を正確 に決 定す る とい う要請
に応 じて,次 第に会計 実体 の認識 が明確化 して くる ことは否 定で きな い。 なか
んず く,こ の ことは,す で に考 察 したFosterお よびJonesの 文献 で立証 され
てい るo
貨幣 的評価 の コ ソベ ソシ ョソにつ いては,Marsh(P.60)だ けが ドルの定義
に関連 して凍 の よ うに述べ ている。 貨幣 の共通 的計算尺度機 能を十分 に意 識 し
てい る点 に注 目した い。
27)と くに相続財産や家事費の損益集合勘定への借記という処理が多いのは,JohnMair,
Boo肋6g伽8ル 勉 乃o砒,4:…(Edinburgh:T.andW.Ruddimans,1736),pp.109,
116,120,141,152以 来の伝統である。
28)拙 訳著,『 ギルマソ会計学(下)』(同 文舘,1972),p.91Gを 参照。
192 商 学 討 究 第33巻 第2・3号
ドルは鋳貨の名称であると同時に価値量の尺度名称(thenameofaIneasure)で ある。
ひとつの尺度として,そ れは平方ヤー ドが面積に,ポ ンドが重量に対するのと同様,価 値
概念を表わす。1ポ ン ドは重量の尺度であり,1ド ルは価値の尺度である。 われわれは,
10平 方ヤードの布,10平 方フィートの土地,10ポ ン ドの鉄ないし金を所有できるが,上
記の財貨のいずれについても,現 金もしくは貨幣による場合と同様,10ド ルを所有しう
る。
会 計期間 に関 しては,指 導 目的上,1ヵ 月 ・3ヵ 月 ・4ヵ 月 ・6ヵ 月 とい うの
が多 く,1年 とい う期 間を採用 してい るのはWinchester(1/1-12130),Crittenden
(711一翌6/30),お よびcolner(召oo々 ・々 66ヵ勿g翫'づo%σ 漉64:…,411一 翌3!31)で
あ る。 しか し,ま だ ゴーイ ソグ ・コンサー ソ概 念を前提 に した定期決算 を積極
的に主張 してい る文献 は見 られな い。
勘 定 ロ座 まず形式 にっ い てい うと,勘 定 口座 の罫線 は,今 日の標 準的 テキ
ス トで採用 されてい るの と変わ りがな く,い ずれ も先に考察 したR.Tumer
の簿記書(1801)やT.Turnerの簿記書(1804)な どに見 られた相手勘 定の元
帳丁 数欄は存在 しない。 また,伝 統 的方法に従 って2頁 にまたが って設定 し,
見ひ らきの左側頁 を借 方,し ば しば(Per)Contraと い う語 を付 した右側頁 を
貸方 にす るとい う方式 を採用 してい るのはCooke,Shea,お よびMarshだ け
であ り,Fulton=Eastmanは同一頁 ではあ るが90度 左側に 回転 させ て十分 な
紙 幅が得 られ るよ う工夫 してい る。
勘定 口座 の設定順序 は,ComerとJonesの2人 をのぞ き,他 のす べてが資
本 金 も しくは資本 主人名(組 合企業)か ら始 まって いる。つ い で現金 もし くは
商 品,そ して最後 に残 高(残 高表)が 設 定 されてい る場合 が多い。損 益集 合勘
定 は残 高勘定 の直前 に設定 されてい る場合 が相対 的に多 いけれ ども,既 述 した
とお り,か な らず しも決算勘定 ではな いため,資 本金勘定 の次に設定 され るな
ど,そ の1頂序は一定 していない。
Comerの 場合,ま ず不 動産,つ づいて商品(Booん ・々θの魏gRα 飯溺読g64:…
では順序が逆)が 設定 され,資 本 金(Merchant)は 損益集 合 に続 いて最後 に位
置 づけ られてい る。 他方,Jonesの 場合,第1次(財 務)系 統勘 定 として の現
金 に始 ま り,第2次(営 業)系 統勘定 の資本 金,商 品,損 益集合 の順 で終 わ っ
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てい る。 いず れ に して も,JQnesを のぞけば,そ の設定順 序は整然 としていな
い。 ただ し,伝 統的 に,全 勘定科 目に対す るアル フ ァベ ヅ ト順の索引 が付 され
てい るo
勘定 口座 の摘要欄 で は,Colt,Richmond,Winchester,およびComerを の
ぞ き,す べて借方 にはTo,貸 方に はByと い う語がっ け られ ている。Colt(pp.
172,173)は,相 手勘定科 目の省略 とともにTo・Byと い う語 の省略 を.も推奨
してお り,Comer(Booん 一ん吻 勿81己α'醜 σZ22θ4:…,P.6)も また,To・Byと い
う語 は 「無用 であ るぽか りでな く間違 った考えを もた らす」 として排斥 してい
る。 いずれ も,元 帳記 録を取 引 の純然た る分 類記録 と考 えたため であ ろ う。
さ らに,Richmond(pp.12,34-37)は,「各勘定 の合計金額 だけを転記す る商
人 や職人 が通常使用 してい る元帳様 式 とまった く異 な らな い」 と述べた うえ,
日付欄 を も省略 した 次の よ うな様式 の ものを示 してい る。 摘要欄 の各 種金額は
取 引 口別 の金額であ り,そ の頭 の左下 に付 されて いる小 さな数字 は当該仕 訳帳
丁数(J.A.P.)で あ るが,こ れ また純然た る分 類記録 といえ よ う。
ヱ)7. Merchand1ze. C7。
」.A.P.
愚 繍 煕}52・7
2165145,233143,…199
????? J.A.P,1133106,2481173,。・・61579
2108109,
注 目すべ き会計処理Marshに よる減価償 却 につ いては既述 した とお りで
あ るが,そ の他の若干 注 目すべ き会計処理 を紹介すれ ば次 の とお りであ る。
Colt(p.20)が 受 託販売収 入や引出金 の場合,Harris(p.84)が 期 中の貸 倒
見積額 計上 の場 合,ま たPreston(p.95)が 商 品仕入 のため現金 を持 って外 国
へ赴 いた場合,そ れぞれ 未決算勘定(Suspense)の 利 用 に よる会計 処理 を示 し
てい る。Comer(pp.18,64)も,資本主が生命保 険に加 入 した場合,当 該保 険
金額 につ いて,債 権(Bi11sReceivable)/未 決算(Suspense)と い う仕訳 を示 し
てい るが,こ れ と実質的 に同 じ取 引につ いて,Colt(pp.40,41,64,71,86,130)
は貸 方を将来所=有権勘定1(Expectancies)で 処理 してい る。 現代会計 におけ る リ
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一ス物件 の資 本化 を想起 させ る処理 といえ よ う。
さ らに,保 険料 に関連 して興味 あ る処理 がCrittenden(pp.47-50,54,68)に
よって例示 され てい る。す なわち,商 品に保険 をか けた場合,当 該保 険料 を損
益勘 定で処理す るこ ともあ ると しなが ら,(商 品)/(現 金)と い う仕訳 を通 じて
商 品勘定へ借記 し,そ の後,火 災でほ とん どす べてを焼失 した とき,当 該 収入
保険金 額で(現 金)/(商 晶)と い う在訳を通 じて商品勘定へ貸記 してい る。保険
料 の支払 と保険金 の収入を と もに商 品勘定 で処理 してい るのである29)。
貸倒 見積 額の計上30)に 関 しては,す でにHarrisが 論及 してい ることは上述
した とお りであ る。 さらにJones(pp.135,136,145,146)は,損益集 合勘定へ
の借記 と偶 発基金勘定(ContingentFund)もし くは保 証基金勘定(Guarantee
Fund)へ の貸記 とい う手続 を説 明してお り,そ れ と関連 して伝統的な稼得 利益
(earnedpro丘ts>に 対 して,資 産が現金 もしくは現金等価物 だけか らな る実現
利益(realizedpro丘ts)と い う概念 を区別すべ きであ ると主張 してい るG
損益 の見 越 と繰 延の手続 につ いては,ま だ一般 に論 じられ ていな い。Bennet
が経過利 息を計上 してい るこ とにつ いては既 述 した とお りであ る。Jones(pp.
145,146)も,組 合企業 におけ る組 合員 の死亡 もし くは引退 にあた り,そ の精
算 のために必要な各種調整 手続 の一 環 として,各 種人名勘定 を含 む受取 勘定 お
よび支払勘定 に対す る経過利 息 の認識計 上につい て説 明 してい る3D。
最 後に,組 合企 業におけ る各 組合 員に対す る自己資本利 子の計上 に関 しては
Foster(p.51)が 「商人は禾厚益 算定 前に各投下資本 の利 子 を計上す べ きであ る」
29)保 険 を か け た 商 品 が 保 険 を か け な か っ た 商 品 よ りも 価 値 が あ る とす る 会 計 処 理 は,J.
B,Camling,2加 五ヒoπo漉030グ ノ1660%%'β 幻6ッ(N.Y.二TheRonaldPressComp8-
ny,1929),p.37に見 ら れ る 。 そ の 批 判 に つ い て は,S,Gjlman,ノ1000%%'勿8Co〃.
06ρ'3{ゾ ル φ'(N.Y.;TheRonaldPressCompany,1939),pp.312,313;拙訳
著,『 ギ ル マ ソ会 計 学(中)』(同 文 舘,1967),pp.381,382を参 照 さ れ た い 。
30)Anderson,oρ.6"りpp,55,56に よ れ ば,1.P.Cory,!1Pア σc琵cαJT解 σ'飴¢oπ
βcco筋'8,…(London:WilHamPickering、1840),Appendix,p.20でも 言 及 し て
い る と い う。
31)RobertHam三1ton,∠4π1"'70伽o'ゴρη'o醜70肋 鋸 づ5θ.…(Edinburgh:TheAuthor,
1788),p,300では 未 払 利 息 と 未 払 賃 金 の 計 上 手 続 が 説 明 さ れ て い る 。 ま た,A翼der・
sG且,qかc乏 ♂.,p.551こ よれ ば,ThomasDilworth,丁加y∂%ηgβooん ・勉 ψ ε7'3
∠4ss醜 σ窺:…(London:RichardandHenryCauston,1792-12thed.)で も未
収 年 金 に 言 及 し て い る と い う。 一
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と主張 してい るほか,Harris(1846年 版,P.185;1858年 版,P.173),Crittenden
(p.68),お よびMarsh(pp.88,104)が論及 してい る。
指 導上の アプ ローチ 全般的 にいえぽ,こ の時 代の指導方法は徹底 した記帳
例 示主義 と質 疑応答形 式に よる簿記技 法の習得を 図ってい るといえ よ う。 いみ
じ くも,Colt(pp.183,195,196,204)は,Bennetを暗記に頼 る問答式(cate・
chism),Marshを 仕 訳法則重視 の公式主義(byformulas)と 称 し,Goddardの
方 が不完全 な点 はあ って も科学的かつ合理 的であ る と評 してい る』
もっとも,学 習の便 を考慮 し,記 帳例題 において比較的平 易な ものか ら複雑
な もめへ と展開 させ るな ど若干の工夫は見 られ る。 た とえぽ,Coltは,先 に紹
介 した彼 の5勘 定理論 に従 って,連 続す る6カ 月間の取 引につ ぎ,最 初 の2カ
月 間は個人 企業 におけ る通常 の商品売買 にあ て,3ヵ 月 目は株式や 不動産 の売
買,4カ 月 目は委託(受 託〉 販売,5ヵ 月 目は積送 品,そ して最後 の6ヵ 月 目
は投機商 品 と決算 にあて ている。 また,Bennetが,そ してそれを 模 倣 し た
Cookeが,わ ずか15の 勘定 口座 ではあ るが,元 帳勘 定の記入 関係一・覧 表 を提
示 しているの も,簿 記教 育 におけ る努力の現 れ として評価 で きよ う。
しか し,こ の時代 におけ る 最 も注 目すべ ぎ アプ ローチ はPreston,Cooke,
Harris,Foster,Jonesな どに よって展開 され た元帳勘定 ア プローチ であろ う。
従 来の簿記書 では,日 記帳 もし くは仕訳帳 の説明か ら始 ま り,各 種取 引の仕訳
パ ターソを経験的 に学習 させ る仕訳 アプ ローチが主流 を占めていた。 それに対
して,元 帳 アプ ローチで は,ま ず 各種勘定 の性格 を明 らか に した うえ で,各 種
取引 を直 接各種勘定 へ分 解 して分 類記録 の意味 を理解 させ ようとして いる。 そ
の先鞭 をつ けた のは,筆 者 が知 るか ぎ り,Prestonで あ る と思わ れ るが,そ れ
を最 も良 く徹底 させ た のはJonesで あ る。
す でに再三述 べた とお り,Jonesは,元 帳 勘定を第1次(財 務)系 統 と第2
次(営 業)系 統 とに分 類 し,首 尾一貫 して当該勘 定系 統別 に取 引の分解 と分類
の記録 を行わせ てい る。 しか も,そ の場合,常 に第1次 勘 定系統か ら残 高表を,
第2次 勘定系統 か ら損益 表を作成 させ てい る。か くして,そ れ は元帳勘定 アプ
ローチか ら進化 した財務 諸表 アプ ローチだ とい うことがで きる。
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§3試 算 表,精 算 表,お よ び 財 務 諸 表
試算表 す べ ての著者 が,記 帳 の正確性 検証手段 として,な ん らか の形式 の
試算 表を作成 して いる。 しか し,Jones(pp.56,57)が,つとに 「…試算表 が
商人 への経営状況 に関す る重要 な情 報を提供 し うるよ うに示す こ とを 目論 んで
い る」 と述べ,第1次(財 務)勘 定 系統 と第2次(営 業)勘 定系統 とに類別 し
た改 良型 試算表 を提示 してい るこ とは注 目すべ きであ る。
Bennet,Winchester,Marsh,およびJonesは 残 高試算表を,Colt,Preston,
お よびSheaは 合計試 算表を,ShepardとFulton=Eastmanは合計残 高試算
表 を,Cookeお よびCrittelldenは 残 高試算表 と合 計残 高試算表 を,Fosterお
よびHarrisは 合計試算表 と合計残 高試算表 を,ま たCQmerは 残 高試算表 と
合計試 箪表(β00鳥 ん%勿%gRα 勧 η認29θ4:… では合計残 高試算表)を,そ れぞ
れ 例示 してい る32)。
PrestQn(p.172)が 「損益算 定 目的 の残 高表 も しくは検算表」 と称す る一種
の繰越試算表 を提示 してい るこ とにつ いては別稿 で既述 した とお りであるが,
これ とほ ぼ同様の ものがRichmond(P.37)によって も作成 されてい る。す な
わ ち,次 の とお りであ るが,期 首資本金 と期 閻純利益 とが独立表示 され ている
と ともに,複 数 の人名勘定 がひ とつ の貸借差 額に集約 されてい ることに留意 さ
れたい。 それに対 して,Winchester(p.88)のものは純然 たる繰越 試算表 であ
り,期 末資 本金 が示 されてい る。,
P7. Tr二alBalanceorProofSheet. 'C 7.
MerchandizeoHhand,.ド....,
Cashinha駆d
BillsReceivable
PerSQnalAccounts
£
3683
69
1046
136
4934
???????
? ?「? ?
NetCapitaliロvested
BillsPayable
NetG&inperPrQ丘tandLoss
Account
£
2087
2747
00
00
100170
4934175
32)イ ギ リス 簿記 書に 基 づ く試 算表 の歴 史 的 考 察 につ い て は,渡 辺 泉,「 『トラ イ アル ・
バ ラ ンス 』 の 出現 」 『企業 会 計 』,第31巻 ・第12号(1979年12月),pp,138-144を
参 照 さ れた い。
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Crittenden(PP.45,54,221)は,通常 の決算前試 算葬 を第1次 試 算表(First
.TrialBalance)と 称 し,そ れに爵 して第2次 試算表(SecondTria1Balance)な
る ものを作成 してい る。 下記 の とお りであ る'が,損 益 諸勘定 を損益集 合勘定へ
振 り替 え,カ ミつ資 産 と負債 の諸勘定 を残 高勘定へ振 り替えたあ と,そ れ までの
決算手続 が正 確 であるか否 かを検証す るため,ま だ締め切 られ ていない資本金,
損益集合,お よび残 高の3勘 定 につ いて,そ の合計 もし くは残高で作成す るの
であ る。 しか し,第2次 試算表 は実務 においては作成 されない と述べ てい る。
SECONDTRIALBALANCE,LEGER,SETII.
Dr.Cr.
???
Stock
Pro丘t&Loss
Ba星ance
2,22869
2,22869
1,19000
1,03869
2,22869
さ らに,Comer(PP,51-53)は,現金出納帳 を特殊仕 訳帳化 した記 帳例題 に
お いて,合 計試算表 の下部に検算 とい う部分 を設 け,普 通仕訳帳 の合 計額 に現
金 出納帳 の収入合計額 お よび支 出合 計額を加算 し,そ れが合計試算表 の合計額
と一致す るか否か に よって検証機能 を高め る工夫 を してい る。 す でに述べ た と
お り,彼 は資本金勘定 を相 手に資産 と負債 の諸勘定 について も開始仕訳 を して
い るので,か か る二重 の検 証が可能 にな るわけ である。
精算表 今 日の簿記 書で」般 に説 明 され ている精算表 に関 して は,Colt(pp.
16,17,80,81)がGrandBalanceSheetと称 して元 帳勘 定 の残 高試算表,損
益集合勘定,資 本金勘定,お よび残 高勘 定か らな る8欄 式 の ものを説 明 し,か
つ例示 してい る33)。Crittenden(PP.73,75,75,128,182)もまた,同 様 の の
をBalanceSheetと 称 して説 明 して いるが,そ れはColtの 模倣 であ る と考 え
られ る。参考 まで にCfittendenの ものを次頁 に示 してお こ う34)。
33)Anderson,oρ.6鉱,p.42によれ ば,す で にT,H,Goddard,丁加1吻 ノo肋 窺 ∫07,
p7σo'初1.4coo%%'醐';…(N.Y.lC.Starr,1834--4thed.),p.47でも実 質 的
に 同 じ もの が例 示 され て い る と い う。
34)Folsom,oρ.cゴ'.,p.377でも大 体 同 じもの が 示 され てい る。 た だ し,合 計 試 算 表 の
次 に 棚卸 欄(未 経 過利 息 と商 品 有 高)が 付加 され,さ らに資 本 金 勘定 が3人 の 組 合 員
人 名 別 に な って い るの で,金 額 欄 は13で あ る。
??
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財務諸表 今 日の主 要財 務諸表は,い うまで もな く貸借対 照表 と損益計 算書
であ るが,前 老 は残 高勘定か ら,そ して後者 は損益集合勘定 か ら展開 してきた
と考え るこ とがで きる35)。 したが って,そ の展開過程は次 の3つ の類型に整理
す る ことが でき よ う。
・〈第1類 型〉 残 高勘定 と損益集合 勘定 のみ で,と くに元帳か ら独 立 した計算
書 を作成 しない原始形 態
〈第2類 型〉 た とい決算勘定 として決算手続 の正確 性検証手段 としての機能
を中 心 目的 としな が らも,(資 産負債)残 高表 お よび損益(残 高)表 とい う名称
が 付 され,計 算 書 としての形式 を備 えた萌芽 形態
〈第3類 型〉 た とい広範 な外 部報告 目的 ではな くて内部報 告 目的に限定 され
る として も,元 帳 か ら独立 した計算 書 も しくは報 告書形態
筆 者が検討 した文 献 ではBennet,Colt,Shepard,Cooke,Shea,およびFulton
=Eastmanの ものが上記 の第1類 型 に属 してい る。第2類 型 に属す るもの とし
てはRichmond(P.37)の損益表(LossandGai且 一Balance)と 試 算表ない
しは検 算表(TrialBalanceorProofSheet)があ り,す でに後者 については一
種 の繰越 試算表だ として論及 した。Harris(pp.121-127)も 損益表(Pro丘tand
Loss・Sheet)と 残 高表(BalanceSheet)を 提示 してお り,W血chester(P.7)も,
具体 的 な雛 型は提示 していないが,ほ ぼ同様 の内容の ものを説 明 している。次
頁に はMarsh(PP。56,51)の資 産負債残 高表 と損益残 高表 を示 してお こ う。
前者 は貸方 に期 末の純資 本(netcapita1)を,そ して後者 は借 方に純利益(纂et
ga圭n)を 示 してお り,後 者 の末 尾では残 高表 の検 算 として,2人 の組合 員の期
首資本+純 利益=期 末資本 が付 記 されて いる。 しか し,こ のMarshの 残 高表
は,い ずれ も帳 簿締 切前 の決 算手続の一環 なのであ る。す なわち,い ずれ も借
方 ・貸 方 の左隅 の欄 は元帳丁 数を示 している ことに留意 されたい。
第3類 型 に属す る もの と しては,す でに別 稿で紹介 したPreston(pp.222,
223)の 残 高表,こ れ また別稿 で紹 介 したFoster(P.129)の 残 高表 と損益表,
35)前 掲 拙稿,「 ア メ リカ 人 に よる最 初 の複 式 簿 記文 献 」,p.57の 脚 注112)と(13)を 参
照 。 なお,あ わせ て 久野 秀 男,前 掲 書,第5章,「BalanceSteet(s)の源 流 と展 開 」,
PP.103-108を も参 照 され た い 。
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BALANCESOFOUR
DR.
??????
???
Cash,㌔
Merehandise,
BillsReceivable,
StoreFixtures,
SchoonerJosephine,
CharlesLawrence,
S,H,Love11,
WalterHowa士d,
ShipmenttoBoston,
Company2Merehandise,
b段lanceonhand,_._._....
balaロceQロhandperInventory,_
balanceonha豆d,......,........
valuedat,.___..._.,_.
firstcost,.り......9......φ..隔..り.
balanceh」ourfaVQr,.........、.
balanceinourfavQr,..。._.∴.
balanceinourfavQr,......,...,
nQAccountSales,.。.......,,..,
costofourtwothirdsonhand,.
榔,21確Jo7
15,.000
6,998
270
・5,GOO
167
395
307
3,500
31333
61,245
? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
68
BALANCESOFOUR
DR.
?
StoreF三xtures,
DiscountandI皿terest,
StoreExpenses,
THOMAsBLANCHARDS
C.C.MARSH,S
loss10percent.onthecost,..,
loss,_____..___.'
10SS,,い.._,__.._..._..
haユfpetgai2ユ,..._、、$4,27361
halfnetgain,.......4,27361
NETGAIN,....,,....,..........
PROOFOFTHEBALANCESHEET.
$26,87046BaLofThos.Blanchard,sacct.
16,70269`・ ・`C.C.Marsh'sacct.
43,57315NetQldCapitalintheBusiness.
Towhichadd8,54722NetgainasaboveshQwn.
$52,12037AlnountofpエesentNetCapital.
300G
61253
66276
8,54?22
9β5251
「
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ASSETSANDLIABILITIES.
CR.
? ?
?
Bi11sPayable,
PaulHarris,
THOMASBLA歯CHARD,S
C.C.MARSH's
贋
//
/
balanceoutstanding,
1〕alancei簸hisfavor,
shareofcapital,
shareofcapital,
NETCAP工TAL,
..$31,14407
。.20,97630
/
./ //
/
ggo
/
■
$4,137
4,988
52,120
61,245
??? ?
37
68
PROFITSANDLOSSES.
CR.
???? ? ?
??
Merchandise,
SchoonerJosephin6,
Pro丘tandLoss,
Commission,
Exchange,
ShipmenttoN.Orleans,
、Shipm'ttoPortauPrince
gainonsales,
galn,
galn,
galn,
gaΣn,
galn,
ga1117
NEWYoRK,APRIL30,1858.
PERJOHNSIMS,
Z}0ρ ん・々 6帥6ノ.
3,56286
87400
2,37988
78279
16476
19778
1,89044
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さ らにはJones(PP.56,57)の 資産 負債表 と損益表 がある。,こ こではCrittenden
(pp,54,55)の 勘定式 の計算書(Statelnent)とComer(p.55)の報告式 の報 告
書(Report-Booゑ 々6の勉8●1勉'競 ψgθ4:…,p.66で はStatemen亡 と称 して
い るが実質 的には 同 じで ある)を 紹介 して おこ う。
Crittendenの 計 算書は.3区 分 構成 になってお り,第1区 分が純 損益表示(損
失一利益=純 損失),第2区 分 が 期末資本表示(期 末負債 一期末資 産=期 末資
本一 この場 合は 負債 超過),'そ して第3区 分が第1区 分 と第2区 分 との 検証
(期 首資本 一純損失=期 末 資本)に な ってい る。
他方,Co皿erの 報 告書 では,期 末資本(期 末資 産一期末 負債)一 期首資 本(期
中の資本増減 を調整)二 純(損)益 とい うかた ちにな ってい る。 損益 計算方法 の
観点 か らい うと,Crittendenは 損益法 と財産法 をそれぞれ第1区 分 と第2区 分
で示 してお り,第3区 分 が両老 の検証 にな ってい る。そ れに対 して,Comerの
場合 は財産法 のみで あ る。・
<Comerの 報 告 書>
REPORT.
Afteracareful母xaminatiQuoftheBooksof"Merchant,"
・Ifindthatthetotalamountofhispropertyorassetsonthe
30t}1Septelnber,1845,was,
Thattheamountofhisliab量1itiesatthesametime,was,
Leavingthenetassets,
1丘ndthafthetotalamountofthepropertywith
whiρhhecommencedbusinesson・thelstJuly,
was,$42,700.00
Lesstheamount.ofhisliabilities,$6,300.00
andlessth三samount,lostbythe
failureofT;C.Grattan,whichwas
countedamongsttheassetsasgood,450.006,750.00
Leavingthenetcapital,$35,950.00
Towhichistobe且dded,theLeg廼cy∫ece玉ved
fromtheExecutorsoftheIateJohnHeron,
amountlngto
LeavingthenetGain,
$82,007.59
32,799.63
$49、207。96
10,000.0045,950.00
$3,257.96
17StateStreet,BostQn,
IstOctober,1845,
G珍ORGEN.COMER,.
Accountant.
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§4結 語
以上,共 著者を含めて16人 の手になる26冊 の単行本と1編 の論文に基づき,
アソテ ィベラム期 の30年 間について会計上の基本的問題点を 考察 してぎた。
以下,紙 幅の都合で要約を回避 し,積 極的に論及できなかった事柄を2つ だけ
付言 しておきたい。
そのひ とつは,こ の時代においては複式簿記と並行 して単式簿記も多 く利用
されていたと考えられることである。筆者が検討 した上記の諸文献のなかにも
相当のスペースをさいて単式簿記に言及 しているものがあ り,ま た単式簿記か
ら複式簿記への転換手続を具体的セご説明しているものもあった。 さらに,筆 者
が実際に入手 もしくは検討 した文献か ら明らかになった ことは,単 式簿記だけ
について書かれた単行文献もす くな くない とい うことである。参考までに,そ
'の主要文献を示せば次のとお りである
。
C.C.Marsh,η 診召 ∠4κ{ゾS魏 ψ ・E鰍y、800々 ・々吻 勉g;.…(Baltimore:G.
M'Dowe11&Son,1832>,pp。118(18112cln>.36)
BenlamlnWoodFoster(1810-1881),五P駕吻1蝕5'解 げ800競6ゆ 〃g
のS勿81βE勿 彦η;…(Boston:エFrench,Saxton,Peice&Co.,1843),pp。
32(221/2cm).
」.A.Bennet,∠4εys'6吻げBooん 一んθθρ勿g6y5伽gJ8-E舵7y,・∵(N.Y、=J.
A.Be皿et&Co.,1846),pp.127(25112cm).
L.S.FultonandG.W.Eastman,AP7α6伽Z助s纏 げBoo々 ・んθ吻 〃gの
S♂%4θE励 ヴ;…(N.Y.:A.S.Barnes&Co.,1848),pp.232(18112
cm).37)
JohnHomerFrench(1824-1888),,五dα〃sβoo々 一々θθρ勉 喜Boo々 ・たθ砂 勉g」 …
〃yS勿8Z6E〃 身y;…(Boston:Phillips,Sampson&Co.,c1849),pp.141
(23cm).
36)前 掲拙 稿,「19世 紀初 頭 のア メ リカ会 計 文 献 」,pp.18,19の 脚 注(3)を 参 照 さ れ た
い 。
37)本 稿 の 脚 注(15)を 参 照 。
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S.W.Crittenden,S勿8」θ 翫 勿Boo々.ん θゆ%g;"・(PhiladeIphia:E.C.&
J.Biddle,1854),pp.96(18cm).
最後 に,筆 老が検討 して きた複式 簿記文献を総合 的に評価すれば,私 見では
∫onesが 最右 翼で あ り,つ い でFoster,Crittenden,Preston,Coltとい う順序
馳
にな る。 なお,い まだ試 案め域に とどま ってい るが,こ れまでに筆者 が解 明 し
えた範囲 で,各 著老 間の影響 の授受 関係を図示す れば下記 の とお りであ る。J.
Mair以 降めイギ リスの著者た ちが与えた影響 も示 してあ るが,こ の点 につ い
ては,ア ンテ ィベ ラム期 以降の アメ リカ簿記文 献を も検討 したあ とで,さ らに
〈各著者間の影響の授受関係〉
(イ ギ リス)
」.Mair
(1702?」1769)
W.Gordon
D。Dow1…ng
T.Dilwo炊h
(匹1780)
BDohn『
W.Jackson
C,Hutton
R.Hamilton
(1743p1829)
B。Booth
(iL1807)
E.T.Jo範es
(1767-1833)
RKe口y
(1756-1842)
P。De五ghan
J.Morriso夏
W.Cronheh
I・RCory
(1802-1842)
(ア メ リカ)
BSheys
(1750-1835)
W、Mitche11
(176371854)
T.Tumer
T.1i工Goddard
(1787-1832)
」.A.Bennet
(1788-1863)
1.1.Hitchcock
(1793-1868)
L.Preston
(1795-P)
J.H.Shea
(1800～-1855)
T.Jones
(1804-1889
B.F.Foster
(1803-1859)
C.C,Marsh
(1806-1884
」,C.Colt
(1810-1842)
C.N.Cooke
J.Shepard
W.H,Richmond
N.Harris
〈1810-1879)
」.N…xon
G,N.Comer
(1816-1877)
S.W.Cτ 董ttenden'
(1823～-1884)
F腿1to且 鴇East鵬a隻
(1825り1895)(1815-1862)
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機会 を改 めて整備 した い と考え てい る38)。
'
38)B.Boothほ 独 立戦 争を 契 機 に,ま たBF.Fostefは1840年前 後 に,そ れ ぞ れ合 衆
国 か らイ ギ リスへ 移 民 した の で あ るが,文 献 整 理 の都 合 上,前 者 は イ ギ リス,後 者 は
ア メ リカへ 入 れた 。 な お,J.NiXQ菰 につ い て は,前 掲 拙 稿,「 ア メ リカに お け る19
世 紀 前 半 の2人 の先 駆 的 会 計 人 」,p.151の 脚 注(24)を 参 照 された い。 この影 響 の授.
受 関係 図 の作 成 に あ た っ てはBeRtleyandLeonard,oρ・o露。や久 野 秀 男,前 掲 書 の
ほ かM.F.BywaterandRS.Yamey,」 碗8彦爾6∠4000%漉 πg五2'27α 彦曜 疏
メ4Co初 ρα卿oπ0協4θ(London=ScolarPress,1982)pp.255に負 うと ころカ§す く
な くな い。
